
農医連携特定講義１
英　文　名英　文　名 :: Special topics in Agromedical Science １
科 目 概 要科 目 概 要 :: 動物資源科学科２年後期 [月曜日3時限(週1コマ)]、３群科目、選択、講義、１単位(15時間)

担　当　者担　当　者 ::
(※は科目責任者) 佐々田　比呂志、 桃沢　健二、 黒瀬　陽平、 高橋　辰行、 山﨑　淳、 鍋西　久、 松浦　晶央、
小倉　匡俊、 久保田　浩司、 垣内　一恵、 ※向井　孝夫、 山本　裕司、 長竿　淳、 濱野　美夫、 落合　優、
有原　圭三、 小宮　佑介、 高岸　聖彦、 鈴木　喜博、 担当者全員

講　義　室講　義　室 :: 111講義室、141実習室

授業の目的授業の目的

本講義では、食や環境と健康とのつながりにおける現代社会の課題を見出すとともに，その解決に向けた力を身につける
ことを目的とする。このため，本講義では一人一人が全学生の前で発表する「農医連携入門セミナー」を実施する。具体的
には与えられた課題に関して、資料を自ら収集し、グループで意見交換を行い、最終的に発表のための資料・原稿を作成
する。これらの作業を通してコミュニケーション能力、情報活用力、論理的思考力、チームワーク・リーダーシップ・倫理観・
生涯学習力などを身に付け、知識・技能・態度を総合的に活用し問題を解決できる総合的な力を修9する。

授業内容(シラバス)授業内容(シラバス)

回回 項目項目 内容内容 担当者担当者

1 :;ダン< 本講義の目的と内=について>?する。 担当者全員

@ 発表ABC１D EーマのFG　論HのI理　 担当者全員

3 発表ABC２D 論HのI理と資料の収集 担当者全員

4 発表ABC３D 資料の収集とプJKンEーションのL成 担当者全員

5 発表ABCMD 発表内=のI理と<N;O作成 担当者全員

P 発表ABCQD <N;O作成と発表R習 担当者全員

S 農医連携入門セミナーC１
D

発表会C前TグループD 担当者全員

U 農医連携入門セミナーC２
D

発表会C後TグループD 担当者全員

到達目標到達目標
「知識」「技能」「態度」「VW的思考力」のMつの力を身につけ、社会において自Xし自Y実現できる人間になるために、
自Yを向Z[¥る力と実]する力を身につけることを^_目`とする。

評価方法評価方法 Za^_目`をbAとして、出cde、f講態度、発表内=などgら総合的にhiする。

準備学習等準備学習等
(予習・ 復習)(予習・ 復習)

j業kl前のm習はnにopとしないが、課題qr後は、sj業kl前に資料の収集を行い、自tの考えをI理し
ておuことがvwしい。j業後には、意見交換のxyをもとに、Eーマにzする理解を{めること。セミナー終|後は、発
表内=やwとめ}の‾｠についても｡｢し、発表技｣の向Zをめ､すこと。

その他その他
注意等注意等

これwでは、f身･の講義がｦgｧたと思いwすが、本講義では自ら行動することで情報を収集し、ｨ者の意見をｩき、
意見をwとめ、ｨ者にtgりやすいｪｫに発表するといｫプｬセ<をｭることで、社会でｮXつ「知識」「技能」「態度」「V
W的思考力」のMつの力を身につけることを目ｯしていwす。自らｰｱ的にｲりｳｴでuｵ[い。

種別種別 書名書名 著者・ 編者著者・ 編者 発行所発行所

教科書教科書 ;ンｶーｷッｸｹgら9た情報をｺ用す
る

参考書参考書 農医連携学｣ｻｼ ｽoｾ1ｿ11 陽ﾀ行　ｨ ﾁﾂﾃ


